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健
康
づ
＜
り
推
進
大
会
体
験
発
表
か
ら

親
子
料

理
教
室

野
尻
小
学
校
五
年
　
西
森
　
美
恵

私
は
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
、
野
尻
の
林
業
セ
ン
タ
ー
に
親

子
り
ょ
う
り
教
室
に
行
き
ま
し
た
。

林
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

エ

プ

ロ
ン
を
着
ま
し
た
。
さ

い
し
よ

に
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー
を
作
る

の
に
、
な
べ
の
中
に
牛
乳
を
入
れ

ミ
ル
ク
を
入
れ
て
み
ん
な
で
こ
う

た
い
で
よ
く
か
き
ま
ぜ
ま
し
た
。

次
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
ソ
ー

ス
に
つ
け
た
魚
を
小
む
ぎ
粉
に
つ

け
、
そ
し
て
、
た
ま
ご
に
つ
け
て

パ
ン
粉
の
か
わ
り
の
シ
ス
コ
ー
ン

、ゴ2ノ/
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人□の動き
(4月 4日現在 )
世帯数 2,528(-2)
男  3,944(-54)
女  4,277(-12)
総 数 8,221(-63)

の
中
に
入
れ
ま
し
た
。
油
で
あ
げ

る
の
は
、
お
ば
ち
や
ん
た
ち
か
ら

あ
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
私
た
ち
は
ひ
と
や
す
み
し
ま
し

た
。そ
し
て
、
野
菜
は
キ
ャ
ベ
ツ
と

ビ
ー

マ
ン
の
せ
ん
ぎ
り
で
す
。
私

は
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
切
り
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
は
、
あ
ま
り
上
手
に
切

れ
な
か

っ
た
か
ら
、
お
母
さ
ん
か

ら
そ
ろ
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

少
し
ず

つ
切

っ
て
み
る
と
、
お

ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に

「み
え
ち
や
ん

上
手
ね
」
と
、
一［
わ
れ
た
の
で
う

れ
し
か

っ
た
で
す
。
で
も
、
お
母

さ
ん
や
お
ば
ち
や
ん
た
ち
は
せ
ん

ぎ
り
が
上
手
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。次
は
、
ト

マ
ト
も
切
り
ま
し
た
。

切
り
方
が
わ
か
ら
な
く
て
、
お
ば

ち
や
ん
た
ち
に
な
ら

つ
て
切
り
、

一
個
の
ト

マ
ト
を
八
つ
に
切
り
ま

し
た
。
さ
い
ご
に
、
前
に
切

っ
た
や
さ

い
を
お
さ
ら
に
分
け
て
、
み
ん
な

で
作

っ
た
魚
な
ど
を
な
ら
べ
て
食

べ
ま
し
た
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー

は
、
ち
ょ
っ
と
す

っ
ば
か

っ
た
け

ど
、
お
い
し
か

っ
た
で
す
。
魚
は
、

シ
ス
コ
ー
ン
が

つ
け
て
あ

つ
た
の

で
、
と
て
も
お
い
し
く
お
な
か
い

っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
料
理
教
室
で
作

っ
て

食
べ
た
い
で
す
。

お
母
さ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
し
え
て
下
さ
い
。

編

集

後

記

こ
の
奥
阿
蘇
に
も

一
足
遅
れ
て

春
が
到
来
、
緑
と
花
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
決
し
た
。
〈
フ
年
は
＼
雨
も

少
な
＜
桜
の
花
も
寿
命
が
長
が
っ

た
よ
う
で
す
。
四
月
の
十
七

・
十

八
日
の
上
日
は
好
天
に
恵
讀
れ
＼

桜
の
名
所
高
森
峠
の

「九
十
九
曲

り
」
（通
称
桜
□
―
ド
）
に
は
、
県

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
花
見
客
が

訪
ね
て
い
ま
し
た
。
私
も
、
桜
の

花
を
写
そ
う
と
＼
カ
メ
ラ
片
手
に

出
か
け
て
み
ま
し
た
。
桜
の
花
が

爛
浸
と
咲
き
乱
れ
る
な
が
、
小
鳥

の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
＼
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
き
ま
し
た
。

写
真
の
出
来
上
で
り
で
楽
し
み
で

す
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

議
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。
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(住所) (遺 族) (死亡者)(年齢)
高 森 塚本 文喜 塚本カネヲ 84
矢津田 安藤 秀一 安藤  茜 9

八郎 者F フクヨ
尻スエ子 野尻 波男

ありがとうございました (敬称略)
■町社会福祉協議会ヘ

く香典返し〉勝木昭信、安藤秀一、塚

本文喜、都八郎、野尻スエ子、甲斐利

信、井上今朝一、佐藤民義、岡本房雄、

津留睦夫、三森義高、失津田深、矢津

田京子、森田修、野尻徳正

〈一般寄付〉高森保育園保護者会
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都

野

治 実
雪 子
正 夫
裕美子

津世志

妃佐美
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菊池郡西合志町

色 見・ 西 丁
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か

つ
お

（鰹
）
を
三
枚
に
お
ろ

し
、
味
を

つ
け
ず
に
湯
で
煮
て
、

あ
ぶ

っ
て
十
し
固
め
た
の
が

「か

つ
お
節
」
で
す
。

か

つ
お
節
を
作
る
と
き

「カ
ビ

付
け
」
と
い
っ
て
、
か

つ
お
に
無

害
の
カ
ビ

（ペ

ニ
シ
リ
ン
と
同
種

類
の
カ
ビ
）
を
植
え
、
千
し
て
固

め
ま
す
。
カ
ビ
の
作
用
で
か
つ
お

の
身
の
水
分
を
と
り
、
脂
肪
を
分

解
し
て
、
か
つ
お
節
の
独
特
の
風

味
、
う
ま
味
の
も
と
と
い
わ
れ
る

ア
ミ
ノ
酸
を
生
成
す
る
の
が
目
的

で
す
。
魚
臭
さ
も
と
れ
ま
す
。

か

つ
お
節
は
、
最
初
に
表
面
の

カ
ビ

（無
害
な
の
で
口
に
入

っ
て

も
害
は
な
い
）
を
水
で
ざ

っ
と
洗

い
、
軽
く
タ
ワ
シ
で
こ
す
り
落
と

し
て
か
ら
使
い
ま
し
よ
う
。
洗

っ

た
後
は
、
乾
い
た
ふ
さ
ん
で
水
気

を
と

っ
て
か
ら
カ
ン
ナ
で
削
り
ま

す
。か

つ
お
節
は
保
管
が
悪
い
と
乾

燥
し
て
硬
く
な

っ
た
り
、
包
装
も

せ
ず
引
き
出
し
な
ど
に
長
期
間
入

れ

っ
ば
な
し
に
し
て
お
く
と
、
俗

に

「
こ
虫
」
と
呼
ば
れ
る
黒
色
で

腹
面
に
金
色
の
短
毛
が
あ
る
、
ダ

ニ
に
似
た

「か

つ
お
虫
」
が
わ
く

ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
保
管

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
湿
気
が
多
い

と
、
有
害
な
カ
ビ
も
生
え
ま
す
。

ラ
ッ
プ
に
包
む
か
ビ

ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
、
冷
蔵
庫

（冷
凍
庫
に
は

入
れ
な

い
）
で
保
管
し
ま
し
よ
う
。

冷
蔵
庫
は
適
当
な
水
気
を
か

つ
お

節
に
与
え
、
硬
く
な
る
の
を
防
ぎ

ま
す
。
か

つ
お
節
は
、
硬
く
な
る
と
削

つ
て
も
粉
に
な
り
、
き
れ
い
な
削

り
節
が
で
き
ま
せ
ん
。
硬
く
な

っ

た
か
つ
お
節
は
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
で

少
し
火
に
あ
ぶ
る
と
柔
ら
か
く
な

り
、
削
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ス

ル
メ
を
火
で
あ
ぶ
る
と
、
軟
ら
か

く
な
る
の
と
同
じ
で
す
。

「か

つ
お
節
虫
」
の
つ
い
た
か

つ
お
節
は
、
包
丁
で
そ
の
部
分
を

削
り
落
と
せ
ば
使
え
ま
す
が
、
赤

カ
ビ
や
黒
カ
ビ
が
生
え
た
ら
、
思

い
切

っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。
保
管

さ
え
き
ち
ん
と
し
て
お
け
ば
、
か

つ
お
節
は
二
年
ぐ
ら
い
は
も
ち
ま

す
。

矢
津
田

。
赤
羽
根本
　
田

純

子

さ
ん
囲

●   ●

●   ●

☆ 仕事 は楽 しいですか

子供たちが日々変化していくのを見て

いるとや りがいがあります。先輩たちに

色々教えていただき勉強になります。

☆ 今、 いちばんやりたいことは

スポーッ (テニス)

☆ 町 |こ対 して一言

いろんな催しやイベントをして、各地

から人を集め、活気ある町になったらと

月まう。

5
月
16
日

」上

野

十

/ヽ 結 Eユ
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①色見環状線道路改良に係る市街地区水道本管布設替

工事 (工期 4月 13日 ～ 6月 30日 )
7,107,000円  閉九電工南阿蘇営業所

②国道325号改良工事に係る草部地区水道本管移設補償

工事 (工期  4月 24日 ～10月 8日 )
12,652,520円  1梯藤    本    組

前

後

●
=
" 診業 は,
時か ら4

院 時 まで

圏
⑧
０
１
１
１

５
月
２３
日
　
み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

圏
⑦
２
０
３
０

５
月
３０
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

密
⑦
０
０
２
０

６
月
６
日
　
平
　
田
　
医
　
院

圏
②
０
２
１
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

_」

か
つ
お
節

ア
ニ
フ
・カ
ル
ト

平田セイ子先生

①野尻小

②高森町

③高森小

④観葉植物収集・茶道.華道

⑤野尻小学校に赴任 して始業式の

朝、あちこちから明るい笑顔と元

気のいい挨拶で迎えられた。ほん

とに野尻小学校に赴任できたこと

を喜ぶとともに、感謝したい気持

ちでいっぱいだった。気持ちを新

たにして一所懸命に頑張りたい。

三村治利先生

①河原小学校

②長陽村

③久木野小鉄木野村)

④卓球・バドミントン

⑤始業式に37名 の全校児童に初め

てであった。私の話を全員じっと

瞳を凝らして、食い入る様に聞い

てくれた子供達。入学式に地域の

方々や保護者の温かい人柄に接し、

これからしっかり頑張ろうと決意

を新たにしています。

⌒   瀬井真智子先生

暉警警, 8言鵞絆
膵 鍾|:1礼釉蝙 ③白

水小(白水村)

磁鰈赳 ]藤鉤邊:④特になし

⑤前任校の倍近くの子供達に出会

えてとてもうれしく思っています。

この出会いを大切に、子供達と一

緒に頑張ろうと張り切っています。

どうぞよろしくお願いします。

千葉崎圏児先生

①草部南部小校長

②松橋町

③豊野中(牲野村 )

④スホーツ・魚釣り喘書

⑤吉見神社の杉の大木に驚嘆しま

した。数千年を経た威風堂々とし

た大木の見事さに圧倒されました。

緑豊かな環境、素直で元気な子

供達に囲まれ、身の引き締まる思

いです。どうぞよろしくお願いし

ます。

市野ユタカ先生

①高森小

②熊本市

③大津中(大津町)

④音楽・映画鑑賞

⑤中学校から赴任 してきましたの

で、子供達に会った時、なんてか

わいいんだろうという印象を持ち

ました。まだ不慣れなところもあ

りますが、子供達と楽しい毎日を

過ごしたいと思います。よろしく

お願い致します。

番
宮本哲朗先生

①草部北部小校長

②菊池市

③,四水中(洲水町)

④山野散策

⑤初めての小学校勤務で不安でし

たが、毎朝子供達の明るい挨拶に

元気づけられます。助け合い、励

まし合うことが根づいたすばらし

い地域社会の中で、全職員心をひ

とつにして、強くたくましく生き

る児童を育てていきたいと思 う。

佐藤朗子先生

①高森小

②高森町
l③白水小 (白水村)
l④旅行・スポーツ観戦

⑤母校である高森小学校の校歌を

歌いながら、自分の小学生時代を

なつかしく思い出しました。子供

達には心も体も健康に育ち、楽し

い学校生活を送ってほしいと願っ

ています。そのためにも早く仲良

くなって頑張りたいと思います。

蜀
■|■●
=■■,411● :

膜
‐
晰

中村裕典先生

①高森東中校長

②阿蘇町

③阿蘇中(阿蘇町 )

④特になし

⑤将来に向けての夢を持った生徒、

耐える心を持った生徒、他人を愛

せる生徒を地域の方々や先生方と

一体となって育てることができた

らいいなと思っています。保護者、

先生、生徒、地域に恵まれていま

すので楽しみです。

教職員異動

新
し
い
先
生
で
す

よ
３
し
く
お
願
い
し
ま
す

Ｃ
　
記
載
順
は
学
校
番
号
順

①学  校  名

②出  身  地

◎前  任  校

④趣味・特技など

⑤抱    負

（

・

づ

■勤務先

■趣 味
■血液型

高森保育園

スポーツをすること

明るい性格のA型

(13) (2)

:く0

プ自フィール

一
ｒ

、



山田義成先生

①高森東中

②甲佐町

③南小国中(南小国助)

④ビアノ演奏

⑤私は、音楽と美術を担当してお

ります。子供達の感性と表現力が

高まるように工夫して参りたいと

思っております。また、地域活動

等にも参加 したいと思います。ど

うぞよろしくお願い致します。

寺尾桂司先生

①草部北部小

②長洲町

③官地小(一の官町)

_④テニス・バドミントン

⑤桜も満開の中、元気に登校する

子供達を見て、期待でいっぱいに

なりました。そんな子供達一人一

人をじっくり見つめ、嫌な事は嫌、

分からない事は分からないと何で

も語り合えるクラスにしたいと思

っています。

寺澤まゆみ先生

①高森小

②―の官町

③新採

④特になし

⑤高森には友人がいたり、風鎮祭

を見に来たりと、以外と馴染みが

あり、赴任が決まった時も「高森

だ !」 と安心していました。 とは
言いましても知らないことばかり

です。いろいろ教えていただきた

いと思っています。

瘍4.1多
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甲斐孝美先生

①高森東中

②蘇陽町

③南小国中(南小国町)

④野球

⑤教職員の定期異動により、赴任

致しました甲斐です。出身が隣町

の蘇陽ということで、地元に帰っ

たつもりで、東中の生徒と共に頑

張っていきたいと思います。どう

ぞよろしくお願い致します。

市原由美先生

①草部北部小(臨採)

②高森町

③高森高校

④パッチワーク

⑤この草部北部小学校へ来てから

私は、子供達の素直さ、明るさと

地域の人々の心温まる人柄に感動

しています。これから、子供達と
―一緒に頑張っていこうと張 り切っ

ていますので、よろしくお願い致

します。

高本文昭先生

①高森小

②阿蘇町

③官地小(一の宮町)

④早朝ジョギング・子もり

⑤高森は桜が多く美しい町だと思

います。高森小も立派な体育館と

広い運動場があり、よい環境にあ

ります。これから事務職員として

子供達の教育環境作りに努めてい

きたいと思います。よろしくお願

いします。

長尾真理先生

①高森東中

②阿蘇町

③新採

④劫レ升ジグソーパカレ

⑤朝夕の通勤は ドライブ気分。豊

かな自然をバックに爽快です。生

徒の元気のよいあいさつに迎えら

れ 「よし、頑張るぞ」と、張り切

っています。よろしくお願いしま

す。

田中純子先生

①色見小

②鹿児島県

③新採

④ ドライブ

⑤鹿児島で教員をしていましたが、

2月 に結婚 し、熊本で再スター ト

しました。出身が種子島という南

の島ですので阿蘇の雄大な自然に

感動しています。色見のかわいい

子供達と、楽しく頑張っていきた

いと思います。

飯星篤子先生

①高森小 (臨採)

②高森町

③蘇陽中 (蘇陽町)

④映画鑑賞・手描友禅

⑤「はじめまして」と言うより「お

久ぶりですネ」とあいさつしたが

いいようです。卒業して20年余り、

縁あって共同調理場の栄養士とし

て一年間お世話になります。微力

ではありますが、子供達の為に頑

張ろうと思います。

谷冨由美子先生

①高森東中

②熊本市

③山鹿中(山鹿市)

④音楽を聴くこと

⑤高森へは初めて参りました。学

校からの根子岳の眺めがすばらし

く感動しました。東中の生徒は明

るく、しっかりしているので、負

けないように頑張 りたいと思いま

す。

松本有子先生

①色見小

②牛深市

③託麻東小(熊本市)
｀ ~`  :④ スポーツ・読書
⑤この地に参 りまして、改めて阿

蘇の雄大さを感 じています。四季

折々に、時には優 しく、時には厳

しくその姿を見せてくれることで

しょう。子供達とのふれ合いを大

切にしながら、勤めていきたいと

思います。

三森幸代先生

①草部南部小(臨採)

②高森町

③野尻小

④剣道

⑤野尻小に通っていた頃、冷たい

雨の日や寒い雪の日も毎日頑張っ

て歩いて通学している姿に感心し

ました。そんな子供達と一緒に頑

張っていける事をうれしく思いま

す。草南小の元気な子供達に負け

ないように頑張ります。

調

理
師

試

験

電波利用保護旬間

不法電波は大迷惑〃
6り 11日 から6月 10日 までの10

H IIIIは電波利用保護句間です。

電波は、テレビ、ラジオの放送

をはじめ、国民の生活、生命、財

産を守るため重要な役割を果 して

います。

電波は、 lliし いルールに従って

使用 しないと他の通信を妨害し、

|_」民生活に重大な影響を′ナえます。

不法市民ラジオ、不法バーソナ

ル無線、不法アマチュア無線、不

法コー ドレス電話等違法な無線機

を開設したり、運用したりすると

1年以下の懲役又は20万円以下の

罰金に処せられます。

さらにH召不[163イ 1110月 1日 からは、

電波法に定め′)れている技術基準

に適合しない無線機器を製造、改

造又は販売した事業者に対して、

勧告、公表及び業者ほうこく徴収

などの||1置 が行われる事となりま

した。この事業報告をしなかった

り、虚偽の報告を行ったりした者

は、10万 円以下の罰金に処せられ

ます。詳しくは、九州電気通信監

理局 (8096‐ 368-6863)へ 。

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
５
月
２６
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。

法
律
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結

構
で
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ

■
と
　
き
／
５
月
１５
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

県
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
５

年
度
調
理
師
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
と
　
き
／
７
月
１４
日

（水
）
午

前
１０
時
３０
分
か
ら
午
後
０
時
３０
分

ま
で

■
と
こ
ろ
／
熊
本
女
子
大
学

・
熊

本
県
健
康
セ
ン
タ
ー

■
試
験
科
目
／
衛
生
法
規
、
公
衆

衛
生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
食

品
衛
生
学
、
調
理
理
論

■
受
験
資
格
／
学
校
教
育
法
第
４７

条
に
規
定
す
る
者
で
、
食
品
衛
生

法
施
行
令
第
５
条
第
１
号
、
第
２

号
、
第
Ｈ
号
又
は
第
２８
号
に
掲
げ

る
営
業

（飲
食
店
、
喫
茶
店
、
魚

介
類
販
売
業
及
び
そ
う
ざ
い
製
造

業
）
又
は
給
食
施
設

（１
回
２０
食

以
上
又
は
１
日
５０
食
以
上
を
調
理

し
て
供
与
す
る
も
の
に
限
る
）
に

お
い
て
、
２
年
以
上
調
理
の
業
務

に
従
事
し
た
も
の

■
受
験
手
続

①
願
書
の
請
求

各
保
健
所
及
び
熊
本
県
衛
生

部
保
健
予
防
課
で
配
布
し
ま
す
。

②
願
書
受
付
期
間

平
成
５
年
５
月
３１
日

（月
）

か
ら
６
月
４
日

（金
）
ま
で
。

受
付
時
間
は
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
３０
分
ま
で

③
願
書
提
出
先

原
則
と
し
て
、
住
所
地
を
管

轄
す
る
保
健
所
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
熊
本
県
衛
生
部
保
健
予
防

課
健
康
増
進
栄
養
係

（
８
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１
内
３
８
５

８
）
か
阿
蘇
保
健
所

（
８
０
９
６

７

・
３
２

・
０
５
３
３
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
は

「消
費
者
月
間
」
で
す
。

平
成
５
年
度
は
、
県
民
の
皆
様
に

消
費
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
に

つ
い
て
改
め
て
関
心
を
持

っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
「ゆ
と
り

ｏ
生
き
が

い

。
余
暇
」
を
テ
ー

マ
に
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料

で
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

は
が
き
又
は
電
話
で
お
申
し
込
み

下
さ

い
。

■
と
　
き
／
５
月
１９
日

（水
）
午

後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
熊
本
県
立
劇
場

（定

員
２００
名
）

■
講
　
師
／
聞
余
暇
開
発
セ
ン
タ

ー
主
任
研
究
員
　
山
田
紘
祥
氏

■
内
　
容
／
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル

デ

イ
ス
カ

ツ
シ
ヨ
ン

■
申
込
み
／
県
福
祉
生
活
部
県
民

生
活
総
室

（
８
０
９
６

・
３
８
３

。
１
１
１
１
内
３
７
９
８
）

へ
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税

⑫

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
毎
月
の
給
与

や
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
を
受
け
る
と

き
に
は
、
「源
泉
徴
収
税
額
表
」
に

よ
り
求
め
た
所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
給
与
の
収
入
金
額

か
ら
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
差
し
引
い
て
、

源
泉
徴
収
税
額
表
を
適
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
を
受

け
る
と
き
に
差
し
引
か
れ
た
所
得

税
は
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
与
の

支
払
を
受
け
る
と
き
に
精
算
さ
れ

ま
す
。
こ
の
精
算
手
続
は
、
給
与

の
支
払
者
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
精
算
手
続
を
年
末
調
整

と
い
い
ま
す
。

ま
た
、　
マ
イ
ホ
ー
ム
を

ロ
ー
ン

な
ど
で
取
得
し
た
場
合
や
多
額
の

医
療
費
を
支
払

っ
た
場
合
、
災
害

や
盗
難
に
あ

つ
た
場
合
な
ど
、　
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
確

定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
阿

蘇
税
務
署

（
８
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１
）
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

●   ●

●   ●

■

一
●
■

記
念
セ
ヽヽ

:間

ツ肖

費
[b墨

4日

ナ 月

法
　
律

（無
料
）

年
　
　
金

(3) 5/17日 (月 )5/25日 (火)6/7日 (月 )時間 9時～15時
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岩下育子先生

①高森東中(臨採)

②高森町

③高森中

④音楽,読書・歌って踊ること

⑤こんにちは。なぜかまた町内の

中学校に行くことになりました。

今年は、色々と忙 しい毎日が続き

そうですが、「使える 。話せる英語」

を目指して東中の生徒や先生方、

それに保護者の方とも楽しくやっ

て行きたいと思っています。

晰l 、
=欝
鷲鷲:′y
.|1警

,11,41:i、

なifu

山本 恭 先生

①高森中

②西合志町

③阿蘇北中(阿蘇町)

④スポーツ観戦・音楽鑑賞

⑤ 3年間、阿蘇谷で過ごしてきま
したが、今年から南郷谷の中心の

高森でお世話になることになりま

した。阿蘇五岳の眺めも前とはま

た違い、その雄大さに改めて感動

しています。この高森中で授業に

部活に精一杯頑張 ります。

山本ちづる先生

①草部中

②阿蘇町

③内牧小(阿蘇町)

④水泳

⑤高い所でもりもりと勉強してい

る草部の子供に逢えて幸せです。

先生と一緒に遊んで学びましょう。

中尾憲子先生

①草部中

②熊本市

③新採

④食べること・音楽鑑賞

⑤先生方と生徒 とが、わきあいあ

いとしている中で、仕事ができて

とても嬉しいです。先生方とコミ

ュニケーンヨンを図りながら仕事

の円滑化を目指 し、責任ある行動

をとっていきたいと思います。

町
で
は
、
児
童
数
の
減
少
、
校

舎
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
町
立
小

・
中
学
校
統
合
審
議
会

（大
塚
弘

倫
会
長
）
に
、
野
尻
、
草
部
地
区

に
小

・
中
学
校

一
校
、
色
見

・
高

森
地
区
に
小

・
中
学
校

一
校
に
統

合
の
線
で
推
進
す
る
よ
う
諮
問
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
統
合
審
議
会
で

は
、
平
成
二
年
度
発
足
以
来
約

一

年
半
に
亘
り
会
合
を
重
ね
四
月
十

九
日
、
今
村
町
長
に
答
申
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

答
申
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

一
、
諮
問
第

一
の
野
尻
小

・
河
原

小

・
草
部
南
部
小

・
草
部
北
部

小
を
統
合
す
る
こ
と
の
可
否
に

つ
い
て
は
こ
れ
を
可
と
す
る
も

の
の
、
草
部
南
部
小
は
未
だ
複

式
学
級
化
を
経
験
す
る
に
は
至

つ
て
お
ら
ず
、
山
村
振
興
事
業
、

山
村
留
学
等
地
域
内
に
新
し
い

潮
流
が
生
ま
れ
て
居
り
、
且
つ

時
期
尚
早
の
感
も
否
め
な
い
。

し
か
し
、
当
校
区
内
に
も
他
校

区

へ
の
転
校
希
望
者
、
或
い
は

統
合
希
望
者
が
現
に
存
在
す
る

こ
と
か
ら
今
後
も
慎
重
に
協
議

を
続
行
し
て
い
く
も
の
と
理
解

さ
れ
た
い
。

尚
、　
一
校
区
の
意
見
と
し
て

は
当
初
の
教
育
委
員
会
提
案
の

様
に
四
校
統
合
な
ら
ば
可
と
す

る
も
の
の
、
草
部
南
部
の
情
勢

が
熟
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
三

校
統
合
に
於
て
も
致
し
方
な
し

と
の
結
論
に
至

っ
た
も
の
で
あ

り
、
跡
地
の
利
用
方
法
、
統
合

校
の
設
置
場
所
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
用
等
に
於
て
は
、
地
区

住
民
の
意
見
を
重
視
し
、
よ
く

話
し
合
い
の
上
、
町
当
局
に
於

て
善
処
さ
れ
る
事
を
強
く
要
望

す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
諮
問
第
二
の
高
森
小

・
色
見

小

。
上
色
見
小
を
統
合
す
る
こ

と
の
可
否
に
つ
い
て
は
そ
の
位

置
、
或
い
は
過
去
の
経
緯
等
か

ら
困
難
な
面
が
多
く
、
ま
ず
は

実
行
可
能
な
野
尻

・
草
部
地
区

の
三
校

（野
尻
小

・
河
原
小

・

草
北
小
）
統
合
を
実
施
し
、
逐

次
、
色
見

・
高
森
地
区
の
動
向
、

意
見
を
見
な
が
ら
校
区
民
と
の

対
話
に
よ
る
歩
み
寄
り
で
将
来

的
に
は
統
合
を
実
現
す
る
様
お

願
い
し
た
い
。

三
、
諮
問
第
二
の
草
部
中
の
東
中

へ
の
統
合
は
可
と
し
、
そ
の
後

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
等

ヘ

の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
他
、
何
れ
の
校
区
の
統

合
に
つ
い
て
も
賛
成
者
、
反
対

者
何
れ
も
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
校
区
制
に
つ
い

て
も
野
尻

・
草
部
地
区
と
高
森

。
色
見
地
区
に
分
け
た
校
区
制

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
を

希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

町
立
小

・
中
学
校
統
合
審
議
会

今
村
町
長

に
答
申
書
を
提
出

機 鶉 鼈 蜀 瘍 鰊 黎 醸

題「仮面ライダーV3」 題「いちご狩 り」

年長組

おかもと たくや くん

年長組

くどう かずみ ちゃん
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担任の工藤淳子先生がら……卓也くんの大

好きな仮面ライダー。時間いつぱい使つて

一生懸命描きました。

ヽヽ

担任の工藤淳子先生から……お父さんが参

加して<ださつた親子いちご狩り。まだ色
づいていない青い実や花、所どころに置い

てある□―ツク等、細がい所にも目を向け、

詳し<描けています。

鍼

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

見
せ
て
ご
ら
ん
　
傷
や
す
が
う
と
破
傷
風

思
わ
ん
か
　
馬
鹿
ら
し
ゅ
う
な
る
申
告
書

よ
か
手
本
　
園
児
は
ゴ
ミ
も
捨
て
だ

っ
た

よ
か
手
本
　
ま
だ
賞
め
足
ら
ん

一
周
忌

ま
あ
だ
ま
だ
　
暴
対
法
は
手
緩
か

つ

通
じ
ん
　
幸
せ
そ
う
に
見
え
た
け
ど

寿
命
に
も
　
定
年
の
要
る

通
じ
ん
　
毎
日
飲
ま
す
金
は
あ
る

引
寄
せ
て
　
娘
は
当
分
な
籠
の
鳥

ま
あ
だ
ま
だ
　
座
禅
組
ん
で
も
邪
気
ば
か
り

桧
植
え
疲
れ
し
身
に
も
足
る
を
知
る

藤
豆
の
弾
け
て
落
ち
る
墓
地
古
し

舗
装
縁
割
目
継
目
に
春
の
草

部
厚
さ
の
写
真
在
中
花
便
り

し

つ
と
り
と
朝
霧
包
み
風
淡
し

野
火
走
り
す
黒
を
追

い
し
細
雪

啓
蟄
や
ま
と
ま
ら
ぬ
ま
ま
試
歩
の
道

卯
月
な
る
祖
母
の
峯
未
だ
白
き
も
の

入
学
や
桜
は
苦
山
里
は

俳

　

　

句

（河
原
す
す
き
野
句
会
） よ務V↓

・
:融lαヨ

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

熊
川
　
豊
泉

岩
下
　
哀
草

松
野
　
笑
声

後
藤
　
法
龍

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
正
六

後
藤
　
チ

エ

森
　
　
政
隆

本
田
　
訓
子

後
藤
や
よ
い

後
藤
あ
ら
し
　
Ｈ

本
田
　
初
雄

(4)

草 部 保 育 園

募
集少年
柔
道
ク
ラ
ブ
員

高
森
町
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
で

は
、
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
週
火

・
木

・
土
曜
日

の
午
後
七
時
か
ら
午
後
八
時
三

十
分
ま
で
、
高
森
中
学
校
武
道

場
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
先
及
び
問
い
合
わ

せ
は
、
三
井
清

（
圏
②
３
１
１

３
）
さ
ん
ま
で
。

鰤
Ⅵ二

/

亀

下罐
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み
ん
な
のひ
３
ば

写 真 を ご希 望の 方は

広 報係 へ ご連絡 下 さい

021111

海
外
地
域
間
交
流
の

時

代

の
基

礎

教

育

高
森
中
学
校
地
域
教
育
の

成
果
と
展
望

高
森
中
学
校
の
地
域
教
育
の
成

果
に
対
す
る
町
内
外
か
ら
の
世
評

の
高
ま
り
の
中
で
、
生
徒
た
ち
自

身
も
著
し
い
自
主
性
の
高
揚
を
示

す
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
課
外
活

動
、
英
会
話
学
習
、
教
科
学
習
の

全
て
に
意
欲
の
あ
と
が
、
顕
著
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

平
成
三
年
度
、
こ
う
し
た
生
徒

た
ち
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
、
校

長
は
、
「校
則
」
の
全
面
的
な
見
直

し
と
そ
の
新
た
な
内
容
の
作
成
を

全
て
生
徒
に
委
ね
る
こ
と
を
決
断

し
た
。
数
週
間
後
、
生
徒
会
か
ら
そ
の

理
念
と
も
い
う
べ
き
見
事
な

「全

文
」
が
発
表
さ
れ
た
。
ク
ラ
ス
協

公
民
館
図
書
だ
よ
り

新
緑
に
お
お
わ
れ
る
頃
の
季
節

は
、
人
間
を
含
め
た
生
物
の
新
陳

代
謝
が
活
発
に
な

っ
て
き
ま
す
。

気
持
ち
の
上
で
も
、
行
動
に
お
い

て
も
意
欲
が
み
な
ぎ
り
、
は

つ
ら

つ
と
し
て
き
ま
す
。

新
し
い
こ
と
を
手
が
け
充
実
さ

せ
て
い
く
に
は
、
も

っ
と
も
ふ
さ

わ
し
い
時
で
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
に

一
年
間
の
目
標
と

計
画
を
し

っ
か
り
と
た
て
、
基
盤

作
り
を
し
て
お
く
事
が
大
切
で
す

が
、
読
書
の
目
標
も
た
て
て
み
て

ヽ
日
′

新
た
に
新
刊
書
Ⅲ
冊
を
購
入

武
　
田
　
　
　
望

議
を
は
じ
め
、
様
々
な
協
議
の
積

み
重
ね
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
生
徒

た
ち
の
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
こ

う
し
た
深
い
思
慮
と
能
力
が
生
ま

れ
た
の
か
。
保
護
者
の
間
か
ら
も
、

深
い
感
動
と
驚
き
の
声
が
あ
が

っ

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
中
か
ら
は
、

こ
れ
だ
け
の
理
念
を
掲
げ
ら
れ
る

生
徒
た
ち
な
ら
、
も
う
校
則
は
い

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声

も
出
は
じ
め
て
い
る
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
は
、
生

徒
の
自
主
運
営
に
よ
る

「ふ
る
さ

と
先
生
」
講
演
会

へ
の
全
面
的
な

支
援
と
そ
の
継
続
を
決
定
し
て
い

る
。
講
師
謝
金
、
生
徒
た
ち
の
ふ

る
さ
と
先
生
選
考

へ
の
支
援
。
四

年
度
は
新
た
に
聴
講
者
と
し
て
、

保
護
者
、
町
民
多
数
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
く
こ
と
も
決
定
さ
れ

た
。生
徒
会
は
。
ま
た
新
た
な
企
画

を
実
行
に
移
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

高
森
町
を
訪
れ
る
年
間
六
十
万
人

と
も
言
わ
れ
る
観
光
客
の
人
び
と

に
広
く
俳
句
を
募
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
自
製
の
投
句
箱
を
町
内
三

十
力
所
の
観
光
業
店
に
設
置
し
た
。

こ
の
中
か
ら
生
徒
会
が
十
句
を
選

び
、
十

一
月
の
文
化
祭
に
そ
の
十

人
の
方
々
を
招
待
し
、
さ
ら
に
そ

こ
で
生
徒
た
ち
と
親
し
く
懇
談
し

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
広
く
町
外

へ
も
ふ
る
さ
と
先

生
の
選
考
枠
を
広
げ
よ
う
と
す
る

生
徒
た
ち
の
こ
う
し
た
ざ
ん
新
な

企
画
に
、
町
観
光
協
会
は
そ
の
招

待
を
も
含
め
た
全
面
的
な
支
援
を

約
束
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
生
徒
た
ち
の

自
主
性
の
方
向
は
、
「ふ
る
さ
と
先

生
」
制
度
が
、
た
と
え
ば
海
外
の

人
び
と
を
招
き
そ
の
地
域
社
会
の

在
り
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
語

つ
て
も
ら
う
と
い
つ
た
、
グ

ロ
ー

バ
ル
な
地
域
間
交
流
の
方
法
と
し

て
も
可
能
な
催
し
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
く
れ
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
地
域
教
育
の

高
ま
り
の
中
に
あ

っ
て
、　
一
部
保

護
者
の
間
で
新
た
な
試
み
も
進
ん

で
い
る
。
そ
れ
は

「地
域
」
と
い

う
共
存
社
会
に
生
き
る
子
供
た
ち

の
教
科
学
習
に
、
都
市
の
競
争
原

理
を
押
し
つ
け
て
み
て
も
、
そ
こ

に
は
自
ら
無
理
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

テ
ス
ト
前
と
い
う
ほ
ん
の
短
期

間
の
試
み
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
数
人
の
生
徒
を
集
め
た

「共

同
学
習
」
が

一
部
保
護
者
間
で
実

証
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
生
徒
同
士
が

常
に
教
え
合
う
と
い
う

「共
同
学

習
」
こ
そ
が
、
「地
域
」
の
子
供
た

ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
科
学
習
の
在

り
方
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
と
し
た
こ
う

し
た

「地
域
」
社
会

へ
の
著
し
い

自
覚

の
高
ま
り
の
中
に
あ

っ
て
、

生
徒
た
ち
の
そ
の
自
主
性
は
、個
々

将
来
の
生
き
方
に
ど
の
よ
う
な
意

欲
と
な

っ
て
結
実
し
て
い
く
の
か
。

た
と
え
ば
多
品
種
少
量
生
産
の

循
環
農
業
を
実
践
す
る
者
、
新
し

い
共
存
の
自
然
環
境
づ
く
り
の
た

め
の
造
林
、
造
園
技
術
を
研
究
す

る
者
、
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
　
∞

の
技
能
者
を
集
め
た
共
同
村
の
建

設
に
取
り
組
む
者
、
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
た
め
の
建
築
様
式
、

生
活
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
者
、
新

し
い
共
存
の
商
形
態
や
産
業
形
態

の
在
り
方
を
模
索
す
る
者
、
新
し

い
生
活
環
境
景
観
学
に
取
り
組
む

者
な
ど
、
ま
す
ま
す
グ

ロ
ー
バ
ル

化
さ
れ
る
海
外
地
域
間
交
流
の
時

代
の
中
で
、
こ
う
し
た
様
々
な
「地

域
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
た

エ
キ
ス
パ
ー
ト

（専
門
家
）
、
さ
ら

に
新
し
い
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
目
指
す
若
者
が
、
数
多
く
輩

出
さ
れ
ん
こ
と
を
心
か
ら
願

っ
て

や
ま
な
い
。

(5)

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
央
公
民
館
図
書
室
で
も
新
刊

書
『
毛
利
徹
　
ふ
わ

っ
と
宇
宙

へ
』

他
１００
冊
の
本
を
購
入
し
て
、
た
く

さ
ん
の
方
々
の
御
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。　
一
度
見
て
み
ま

せ
ん
か
。

移
動
図
書
も
定
期
的
に
町
内
全

域
を
巡
回
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

御
利
用
下
さ
い
。

昨
年
度
の
利
用
状
況
は
表
の
通

り
で
す
。

●   ●

●   ●

よろし<

り
を
す
る
の
も
好
き
で
す
』
と

新
署
長
。

『
尾
下
の
事
件
が
未
解
決
で

地
域
の
方
々
に
不
安
を
与
え
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
粘
り
強
く

捜
査
し
て
、

一
日
も
早
く
解
決

し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
地
域
住
民
皆
さ
ん
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
』
と
。

◇
ま
つ
ざ
か

・
よ
し
の
り

高
森

。
下
町
に
妻
の
陽
子
さ
ん

（４９
）
と
二
人
暮
し
。

高
森
警
察
署
長
に
就
任
さ
れ
た
　
一

松
坂

義
則
さ
ん
（四八二

『
南
阿
蘇
か
ら
の
阿
蘇
山
の

が
ら
頑
張
り
た
い
』
と
心
強
い

抱
負
。
趣
味
は
、
自
然
の
中
で
山
野

草
を
観
察
す
る
こ
と
、
『
山
菜
取

赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

『南
阿
蘇
の
平
和
を
守
る
仕

事
を
す
る
事
に
誇
り
を
持
ち
、

地
域
の
方
々
の
御
協
力
を
得
な

れ
て
、
い
い
所
で
す
ね
』
と
、

新
勤
務
地
の
印
象
を

一
言
。
三

月
二
十
六
日
付
け
で
、
県
警
本

部
警
務
部
か
ら
新
署
長
と
し
て

眺
め
は
、
ど
こ
か
ら

眺
め
て
も
い
い
景
観

で
す
。
雄
大
な
山
々

と
き
れ
い
な
水
、
き

れ
い
な
空
気
、
そ
し

て
、
大
自
然
に
囲
ま

129
状況
冊)

74

中央公民館図書室利用
(単位

69

44 41

18

95

120

100

80

60

40

20

72

48

9 to tt t2 1

月

町
職
員

一
部
異
動

町
は
四
月

一
日
付
け
で
、
職
員

の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

【総
務
課
】
▽
課
長
補
佐
兼
行
政

係
長

（管
財
係
長
）
渡
辺
哲
郎
▽

管
財
係
長

（教
育
委
員
会
施
設
管

理
係
長
）
廣
木
富
八
▽
行
政
係
（県

出
向
）
安
藤
吉
孝
▽
管
財
係

（会

計
室
会
計
係
）
後
藤
正
三
▽
県
出

向

（町
民
福
祉
課
福
祉
係
）
沼
田

勝
之
【
企
画
課
】
▽
課
長
補
佐
兼
企
画

財
政
係
長

（企
画
財
政
係
長
）
阿

南
哲
也
▽
企
画
財
政
係

（建
設
課

土
木
係
）
荒
牧
久

【
町
民
福
祉
課
】
▽
課
長

（野
尻

出
張
所
長
）
熊
谷
征
男
▽
福
祉
係

（建
設
課
土
木
係
）
色
見
継
治
▽

同

（総
務
課
管
財
係
）
岩
下
雅
広

▽
町
民
係

（会
計
室
会
計
係
）
東

幸
祐
▽
保
健
衛
生
係

（税
務
課
国

民
健
康
保
険
係
）
田
上
浩
尚

【農
林
振
興
課
】
▽
課
長

（建
設

課
長
）
芹
口
誓
彰
▽
農
業
振
興
係

長

（町
民
福
祉
課
福
祉
係
）
田
上

美
男
▽
農
業
振
興
係

（税
務
課
地

籍
調
査
係
）
甲
斐
峰
雄
▽
林
業
振

興
係
（税
務
課
課
税
係
）
工
藤
英
二

【建
設
課
】
▽
課
長

（総
務
課
長

補
佐
兼
行
政
係
長
）
岩
下
健
治
▽

土
木
係

（税
務
課
地
籍
調
査
係
）

岩
田
秋
広
▽
同

（企
画
課
企
画
財

政
係
）
阿
部
恭
二

【税
務
課
】
▽
課
長

（農
林
振
興

課
長
）
後
藤
萬
蔵
▽
国
民
健
康
保

険
係
（農
林
振
興
課
林
業
振
興
係
）

岩
下
公
治
▽
課
税
係

（教
育
委
員

会
学
校
教
育
係
）
古
庄
秀
子
▽
地

籍
調
査
係

（農
林
振
興
課
農
業
振

興
係
）
佐
藤
幸

一
▽
同

（新
任
）

岩
下
徹

【水
資
源
対
策
課
】
▽
維
持
係
長

（草
部
出
張
所
住
民
係
長
）
色
見

隆
夫

【商
工
観
光
課
】
▽
商
工
観
光
係

（町
民
福
祉
課
町
民
係
）
佐
伯
秀
和

【会
計
室
】
▽
室
長

（税
務
課
長
）

後
藤
恒
夫
▽
会
計
係

（総
務
課
行

政
係
）
古
沢
要
介

【草
部
出
張
所
】
▽
住
民
係
長
（水

資
源
対
策
課
維
持
係
長
）
村
嶋
兵

志
郎【野
尻
出
張
所
】
▽
所
長

（町
民

福
祉
課
長
）
官
地
悦
也

【教
育
委
員
会
】
▽
社
会
教
育
係

長
（農
林
振
興
課
農
業
振
興
係
長
）

岩
下
昭
久
▽
学
校
教
育
係

（町
民

福
祉
課
保
健
衛
生
係
）
河
崎
み
ゆ
　
Ｄ

き
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一
一

二
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五
月
は

「水
防
月
間
」

二
千
～
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

が
南
北
に
連
な
る
日
本
列
島
―
―
多

く
の
川
が
急
こ
う
配
で
、
全
長
が
短

い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
ひ

と
た
び
大
雨
が
降
る
と
、
た
ち
ま
ち

洪
水
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
危
険
な

状
態
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
梅
雨
の
季

節
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
要
注
意
で
す
。

毎
年
、
集
中
豪
雨
や
河
川
の
は
ん

ら
ん
な
ど
で
大
き
な
水
害
が
発
生
し
、

各
地
で
尊
い
人
命
や
財
産
が
失
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
ご
存
知
の
と
お
り
で

す
。
総
人
口
の
ほ
ぼ
半
数
の
人
々
が
、

国
土
の

一
〇
％
に
当
た
る
河
川
の
は

ん
ら
ん
域
に
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

河
原
の
後
藤
さ
ん

わ
ら
じ
を
獅
子
舞
保
存
会
ヘ

尾
下
の
獅
子
舞
保
存
会
に
こ
の

ほ
ど
わ
ら
じ
四
十
足
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

保
存
会
の
依
頼
を
受
け
、
わ
ら

じ
を
作

っ
た
の
は
河
原
の
後
藤
不

思
恵
さ
ん

（６４
）
。

後
藤
さ
ん
は
、
今
ま
で
に
百
六

十
足
の
わ
ら
じ
を
無
償
で
作
ら
れ

て
お
り
、
「わ
ら
じ
を
作
る
に
は
、

稲
わ
ら
よ
り
粘
り
の
あ
る
餅
わ
ら

の
方
が
折
れ
な
く
て
強
い
わ
ら
じ

が
作
れ
ま
す
」
と
後
藤
さ
ん
。

「た
て
な
わ
の
長
さ
が
約
二

・

九
メ
ー
ト
ル
あ
り
、　
一
足
作
る
の

に
二
時
間
は
か
か
り
ま
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
地
域

た
め
被
害
の
規
模
も
大
き
く
、
火
災

の
約
五
倍
、
地
震
の
二
百
倍
に
も
な

り
ま
す
。

水
害
対
策
を

家
族
で
話
し
合
お
う

水
害
を
防
ぐ
に
は
、
ま
ず
河
川

改
修
工
事
が
大
事
で
す
。
し
か
し
、

治
水
工
事
を
施
す
だ
け
で
は
、
自
然

の
猛
威
に
対
し
て
十
分
と
は
言
い
切

れ
ま
せ
ん
。
い
ざ
洪
水
と
い
う
と
き

に
は
、
水
防
活
動
が
被
害
の
防
止
や

軽
減
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
何
よ
り
も
地
域
住
民
の

協
力
が
必
要
で
す
。

毎
年
、
梅
雨
入
り
を
控
え
た
五
月

（北
海
道
は
六
月
）
は
、
「水
防
月
間
」

で
す
。
常
日
ご
ろ
か
ら
水
防
に
関
心

を
も

つ
て
、
洪
水
を
想
定
し
た
水
防

演
習
に
参
加
す
る
な
ど
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
今
年
の

水
防
月
間
の
テ
ー

マ
は
、
「み
ず
か
ら

守
ろ
う
　
み
ん
な
の
地
域
」
で
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
、
水
害
対
策
を
家
族
で

話
し
合

っ
て
い
ま
す
か
。

み
ず
か
ら
守
ろ
う

o ",,,,"""","",",",,'

●   ●

●   ●

甲
斐

廣

國

副

団

長

が

消

防

庁

長

官

か
ら

表
彰

1足 1足丁寧にわらじをつくられる後藤さん

本
町
消
防
団
副
団
長
の
甲
斐
廣
國
さ
ん
（５０
）

が
、
こ
の
ほ
ど
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
消
防
に
対
す
る
正
し
い
認
識

と
円
滑
な
協
力
援
助
関
係
を
確
立
す
る
た
め
、

消
防
に
関
し
て
功
労
の
あ

っ
た
消
防
団
員
や

消
防
機
関
な
ど
個
人
及
び
団
体
に
対
し
て
、

消
防
庁
長
官
が
表
彰
状
等
を
授
与
し
て
行
な

う
表
彰
で
、
本
町
か
ら
は
甲
斐
さ
ん

一
名
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

甲
斐
さ
ん
は
昭
和
三
十
七
年
四
月
、
本
町

消
防
団
に
入
団
。
同
五
十

一
年
四
月
か
ら
班

長
、
同
五
十
九
年
五
月
か
ら
平
成
四
年
四
月

ま
で
分
団
長
、
同
年
五
月
か
ら
副
団
長
と
し

て
現
在
に
至
る
ま
で
、
三
十
年
余
り
の
永
き

に
亘
り
団
員
の
教
育
訓
練
や
消
火
活
動
な
ど

消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

今
回
、
永
年
勤
続
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

大歓迎を受けた有 くんと江 くん

上
色
見
小
学
校
が
中
国

の
小
学
校
と
交
流

上
色
見
小
学
校

（岡
山
賢

一
校
長
、
五
十

一
人
）
三
年
の
本
田
有
く
ん
と
六
年
の
本
田

江
く
ん
が
四
月

一
日
、
中
国
上
海
市
の
北
京

東
路
小
学
校
を
訪
れ
、
大
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。四
年
前
、
中
国
の
書
道
家
か
ら
書
の
贈
物

が
上
色
見
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
に
届
い

た
の
が
き
つ
か
け
で
、
昨
年
か
ら
東
路
小
学

校
と
絵
と
書
の
交
換
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
直
接
中
国
の
小
学
生
と
触
れ
合
う
こ

と
に
よ
り
、
子
供
同
士
の
交
流
に
な
れ
ば
と

訪
れ
た
も
の
で
す
。

東
路
小
学
校
は
、
過
密
都
市
上
海
市
の
中

央
に
位
置
し
、
六
階
建
て
ビ
ル
の
中
に
あ
り

児
童
数
約
千
八
百
人
の
マ
ン
モ
ス
校
で
す
。

ま
た
、
体
育
館
や
運
動
場
も
な
く
、
自
然
に

囲
ま
れ
た
上
色
見
小
学
校
と
は
ま

っ
た
く
環

境
が
違
い
ま
す
。

同
行
さ
れ
た
上
色
見

。
大
村
の
本
田
研

一

さ
ん
も
、
「書
と
絵
の
交
換
に
よ
り
国
際
感
覚

を
身
に
付
け
、
将
来
国
際
交
流
に
役
立
て
れ

ば
」
と
。
ま
た

「町
内
の
他
の
学
校
で
も
交

流
の
希
望
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

表彰を受けられた甲斐さん

」
や十

ヤ
一

“
　

―
・
　
　
●
１

●
・

―

〓

一雛

チ
ェ
ツ
ク
し
よ
う
―

水
害
に
対
す
る
家
族
と
地
域
の
備
え

も
し
も
豪
雨
が
予
想
さ
れ
た
ら
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情

報
と
、
地
域
の
防
災
情
報
を
正
確

に
つ
か
ん
で
あ
き
ま
し
よ
う
。
さ

ら
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が

け
て
＜
だ
さ
い
。

・
早
め
に
浸
水
に
対
す
る
用
出
を
。

屋
根
や
窓
か
ら
浸
水
し
な
い
よ

う
に
、
破
損
箇
所
は
修
理
を
し

て
お
＜
。

・
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
＼
□

―
ツ
ク
な
ど
を
用
意
し
、
停
電

に
も
困
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

・
貴
重
品
や
食
料
な
ど
最
小
限
の

荷
物
を
ま
と
め
て
、
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
準
備
を
し
て
お
＜
。

★
避
難
命
令
が
出
さ
れ
た
ら
★

。
日
ご
ろ
か
ら
避
難
ル
ー
ト
を
確

か
め
て
お
き
、
素
早
く
行
動
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
＜
。

・
お
年
寄
り
や
病
人
、
子
ど
も
や

婦
人
を
優
先
し
て
、
お
互
い
に

助
け
含
え
る
よ
う
に
。

・
一
人
で
動
か
な
い
で
、
み
ん
な

と

一
緒
に
行
動
し
よ
う
。

・
手
荷
物
は
必
要
最
小
限
に
。

人
気
が
あ
り
ま
す
。
表
情
も
昔
は

武
勇
を
表
し
た
強
そ
う
な
表
情
だ

っ
た
の
が
、
最
近
は
幼
な
顔
で
、

り
り
し
い
表
情
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
よ
ろ
い
か
ぶ
と
に
身

を
固
め
た
初
陣
の
若
武
者
の
人
形

が
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
好
ま

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

端
午
の
節
句
の
祝
い
方
は
、
地

方
と
都
市
で
は
違

っ
て
き
て
い
ま

す
。
小
子
時
代
の
反
映
で
、
地
方

で
は
段
飾
り
の
豪
華
な
武
者
人
形

が
多
く
出
回

っ
て
い
ま
す
。
都
市

で
は
、
手
軽
な
人
形
、
こ
い
の
ぼ

り
も
卓
上
型
と
い
う
家
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

そ
の
半
面
、
ホ
テ
ル
な
ど
が
豪

華
な
武
者
人
形
を
飾

っ
て
ビ

ュ
ッ

フ
ェ
式
パ
ー
テ
イ
ー
を
開
き
、
そ

こ
に
家
族
で
参
加
す
る
と
い
う
ス

タ
イ
ル
も
見
か
け
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
祈
る
親
の
気
持
ち
に
変
わ

＝劉
笏
」

０
■
０１
＝謄
蠣

五
月
五
日
は
、
「
こ
ど
も
の
日
」
。

男
の
子
の
端
午
の
節
句
で
す
。
こ

の
日
は
家
に
武
者
人
形
を
飾
り
、

こ
い
の
ば
り
を
立
て
て
祝
い
ま
す
。

そ
し
て
、
家
族
で
か
し
わ
も
ち
を

食
べ
、
シ
ョ
ウ
ブ
湯
に
入
り
ま
す
。

地
域
に
よ

っ
て
は
、
独
特
の
風
習

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま
　
一

れ
て
い
る
男
の
子
の
人
形
に

が
あ
り
ま
す
。

武
者
人
形
は
、
昔
は
神
功

皇
后
、
八
幡
太
郎
義
家
、
鍾
道

な
ど
歴
史
上
の
人
物
の
人
形

が
多
か

っ
た
よ
う
で
す
が
、

最
近
は
金
太
郎
や
桃
太
郎
な

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
て

み
た
い
も
の
で
す
。

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
月
五
～
十

一
日
ま
で
は
、

「児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

昭
和
二
十
二
年
に
児
童
福
祉

法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
と
は
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
も

大
き
く
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
安
心
し
て

(6)(9)
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実
は
、
そ
こ
に
い
ら

っ
し
や
る

仏
様
の
大
き
さ
に
我
を
忘
れ
る
ほ

ど
の
衝
撃
を
受
け
た
の
で
す
。

し
か
も
、
そ
れ
は
本
尊
で
は
な

く
脇
侍
と
し
て
立

っ
て
い
ら

つ
し

ゃ
る
仏
さ
ん
な
の
で
す
。

拝
殿
か
ら
格
子
戸
を

へ
だ
て
た

奥
に
は
、
三
体
の
仏
像
が
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
央
に
は
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
十

一
面
観
音
さ
ん

で
は
な
く
、
千
手
観
音
さ
ん
が
座

つ
て
い
ら

つ
し
や
い
ま
す
。
そ
し

て
左
手
に
は
不
動
明
王
が
そ
の
偉

容
を
誇

っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
順
追

つ
て
見
て
み
ま
し

ま
ず
、
本
尊
千
手
観
音
さ
ん
は

木
造
で
、
緑
色
の
蓮
の
台
座
に
す

わ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
高
さ
は
約

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
千
手
観
音
さ
ん
は
、
千
の
目

と
千
の
手
で
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
を

救
済
し
て
く
れ
る
と
い
う
仏
さ
ん

で
、
多
く
の
人
か
ら
信
仰
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

遠
く
奈
良
時
代
に
は
忠
実
に
千

の
手
が
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

大
阪
府
の
藤
井
寺
な
ど
で
は
今
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

後
作
ら
れ
た
の
が
、
中
央
の
二
手

を
ふ
く
ま
な
い

で
数
え
て
左
右

に
二
十
手
づ

つ

の
合
計
四
十
手

で
す
。
人
々
に
は
、

二
十
五
の
迷
え

る
世
界
が
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、

さ
き
ほ
ど
の
四

十
手
に
二
十
五

を
か
け
る
と
千

に
な
る
と
い
っ
た
具
合
に
な

っ
て

い
る
の
で
す
。

簡
略
化
さ
れ
た
そ
の
裏
に
は
、

先
人
ら
の
観
音
に
対
す
る
計
り
知

れ
な
い
知
識
が
、
こ
こ
に
凝
縮
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

続
い
て
左
側
の
不
動
明
王
で
す
。

高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
で
、
右
手
に

刀
剣
を
持
ち
火
炎
の
光
背
を

つ
け

た
い
さ
ま
し
い
仏
さ
ん
で
す
。
怒

り
の
形
相
と
と
も
に
、
人
々
を
危

険
か
ら
必
死
に
守

っ
て
い
る
姿
を

表
し
て
い
ま
す
。

不
動
明
王
に
限
ら
ず
、
毘
沙
門

天
や
仁
王
さ
ん
な
ど
恐
ろ
し
い
顔

に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
す
べ
て

人
間
を
守

っ
て
い
る
と
き
の
顔
で

す
。日
ご
ろ
や
さ
し
い
母
親
で
も
、

こ
ど
も
が
悪
の
道
に
入
ろ
う
と
し

た
り
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

必
死
に
な

っ
て
助
け
よ
う
と
し
ま

す
。
そ
の
と
き
の
顔
を
、
こ
ど
も

か
ら
見
れ
ば

こ
の
よ
う
な
形
相
に

見
え
る
の
で
す
。

ま
た
、
魔
が
さ
す
と
い
う
ょ
う

に
人
間
の
心
に
侵
入
し
よ
う
と
す

る

「魔
」
に
対
し
て
も
憤
怒
の
相

に
な

っ
て
立
ち
向
か

っ
て
い
る
の

で
す
。
さ
て
、
今
回
は

一
番
右
の
脇
侍

に
お
ど
ろ
か
さ
れ
た
の
で
す
が
、

そ
の
高
さ
は
な
ん
と
ニ
メ
ー
ト
ル

に
も
な
る
ま
さ
に
巨
人
と
い
え
る

も
の
で
す
。

拝
殿
か
ら
見
え
る
の
は
胴
体
か

ら
上
の
部
分
で
す
が
、
そ
の
大
き

さ
は
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
仏
像
と

は
比
に
な
り
ま
せ
ん
。

目
を
カ

ッ
と
見
開
き
、
右
手
に

は
矛
を
持
ち
、
左
手
は
自
分
の
腰

に
あ
て
が
い
、
し
の
び
寄
る

「魔
」

と

「悪
」
を
威
嚇
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。
こ
の
格
好
か
ら
す

る
と
、
四
天
王
の

一
つ
増
長
天
の

よ
う
で
す
。

増
長
天
は
南
の
方
角
を
守
護
し
、

五
穀
豊
饒
が
願
え
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
地
に
あ

っ
て
不

思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

脇
侍
の
二
体
は
、
今
こ
そ
色
あ

せ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
極
彩

色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、

そ
の
当
時
は
ま
こ
と
に
あ
で
や
か

な
姿
だ

っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま

す
。圧
倒
さ
れ
そ
う
な
仏
像
を
目
の

あ
た
り
に
し
て
、
興
奮
さ
め
や
ま

ぬ
ま
ま
片
山
寺
を
あ
と
に
し
ま
し

た
。
今
度
は
、
自
川
を
は
さ
ん
で

自
水
村
に
あ
り
ま
す
二
十
七
番
札

所
光
照
寺

へ
行

っ
て
み
ま
し
よ
う
。
　
つ

（次
号

へ
続
く
）

拝
殿
の
中
央
に
は
千
手
観
音
が

脇
寺
に
は
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
の
増
長
天

よ

う

「魔」と「悪」を威嚇しているように見える増長天
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機 繊

町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせください

総務課

広報統計係

(圏②llll)

高森バイパスで行われた交通安全キャンペーン

自
慢
の
子
牛
が
勢
揃
い

優
良
子
牛
保
留
奨
励
品
評
会

第
二
十
五
回
町
子
牛
保
留
奨
励

品
評
会
が
四
月
十
三
日
、
南
阿
蘇

家
畜
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

農
家
の
畜
産
意
欲
の
向
上
を
図

り
畜
産
振
興
を
奨
励
し
よ
う
と
町

が
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
農

家
の
人
が
繁
殖
牛
に
す
る
た
め
に

大
事
に
育
て
て
い
る
雌
牛
七
十
四

頭

（若
齢
四
十
三
頭
、
壮
齢
三
十

一
頭
）
の
自
慢
の
子
牛
が
出
品
。

審
査
は
、
若
齢
、
壮
齢
の
部
ご

と
に
資
質
や
体
型
、
発
育
な
ど
に

つ
い
て
厳
し
い
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【若
齢
の
部
】
▼
優
等
賞
　
矢
津

田
剛
▼

一
等
賞
　
荒
牧
信
也
、
赤

木
哲
政
、
児
玉
邦
昭
、
岡

部
義
武
、
荒
牧
信
也
、
松

尾
治
美
、
自
石
福
男
、
川

部
喜

一
、
自
石
民
生
、
除

田
和
明

【
壮
齢
の
部
】
▼
優
等
賞

矢
津
田
郭
富
▼

一
等
賞

岩
下
利
吉
、
山
田
金
光
、

矢
津
田
剛
、
後
藤
末
義
、

住
吉
正
三
、
吉
良
山

一
幸
、

住
吉
好
則
、
岩
下

一
夫
、

安
方
求
、
吉
良
山
友
二

交
通
ル
ー
ル
と
交
通

マ
ナ
ー
の
徹
底

春
の
交
通
安
全
運
動
に

伴
う
広
報
推
進
パ
レ
ー
ド

が
四
月
六
日
、
南
阿
蘇
五

カ
町
村
を
巡
回
し
て
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

巡
回
パ
レ
ー
ド
に
よ
り
、

交
通
ル
ー
ル
と
交
通

マ
ナ

ー
の
徹
底
を
広
く
よ
び
か

交
通
安
全
推
進
パ
レ
ー
ド

を
含
め
た
三
台
の
自
バ
イ
の
先
導

で
出
発
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
長
陽
か
ら
蘇
陽

町
の
馬
見
原
ま
で
行
わ
れ
、
新
入

学
児
や
新
入
園
児
な
ど
の
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
七
日
に
は
国
道
三
二
五

号
線
高
森
バ
イ
パ
ス
で
町
内
の
安

全
協
会
各
支
部
か
ら
参
加
し
て
、

交
通
安
全
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
も
行
わ

れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

け
よ
う
と
高
森
警
察
が
行

っ
た
も

の
で
す
。

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
高
森
警
察

署
に
町
村
長
や
土
木
事
務
所
長
な

ど
関
係
者
五
十
五
人
が
参
加
し
て

出
発
式
が
行
わ
れ
、
こ
の
後
、
県

警
か
ら
参
加
し
た
ホ
ワ
イ
ト

・
ウ

イ
ン
グ

（女
性
白
バ
イ
隊
）
二
台

●

●

70頭の子牛が出品された品評会

健
康
づ
く
り
推
進
大
会
に

町
内
か
ら
百
六
十
人
が
出
席

町
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
が
三

月
二
十
八
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
健
康
づ
く
り
の
推
進
協
議
会

（今
村
博
信
会
長
）
が
開
い
た
も

の
で
約
百
六
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
い
き
い
き
健
康
教
室

の
閉
講
式
が
行
わ
れ
、
二
十
人
に

修
了
書
が
九
人
に
皆
勤
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
健
康
優
良
家
庭
四
十

九
世
帯
が
表
彰
さ
れ
、
河
原

・
黒

岩
の
森

エ
キ
子
さ
ん
、
高
森

・
下

町
の
吉
良
裕
子
さ
ん
、
尾
下

。
片

山
の
西
森
美
恵
さ
ん
の
二
人
が
体

験
発
表
を
し
ま
し
た
。

林業総合センターで開かれた推進大会

(8)
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